
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

横手市議会だより
81NO． 令和６年11月１日号

９月定例会

「生 命」　横手清陵学院中学校２年　髙橋　柚
ゆう

菜
な

 さん
いの ち

　この絵は桜を題材にしました。春
の花なので、日が当たって暖かく気
持ちの良いところを赤色、草木の生
長を黄緑色、涼しい春風を青緑色、
桜の鮮やかさを桃色の４色で表し、
生命力あふれる春を表現しました。

作品のこだわりポイント！

定例会ピックアップ…………………………………２
委員会審査報告………………………………………３
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一般質問………………………………………………８
ぎかいトピックス……………………………………15

主な内容



あなたと市議会 第81号 2024.11.1 あなたと市議会 第81号 2024.11.1３ ２

定例会ピックアップ委員会審査報告

賛否が分かれた議案と審議結果
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。
○：賛成　●：反対
※１ 小野正伸議長は採決に加わりません。　※２ 寿松木孝議員は監査委員です。

 

案 

件 

名

会
派
・
議
員
名

令
和
５
年
度
横
手
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
横
手
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
横
手
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

横
手
市
天
下
森
ス
キ
ー
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

横
手
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

横
手
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

横
手
市
病
院
事
業
管
理
者
の
給
料
額
、
旅
費
額
及

び
そ
の
他
の
給
与
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
対
す
る
修
正
案

議　決　結　果 認定 認定 認定 原案
可決

原案
可決 否決 否決 原案

可決
原案
可決

表決数 賛　成 18 21 17 23 21 3 6 20 18
反　対 5 2 6 1 3 21 18 4 6

市 民 の 会

宮川　拓也 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
福田　　誠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○
大日向香輝 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○
菅原　正志 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○
齋藤　光司 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○
菅原　惠悦 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

さ き が け

青山　　豊 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○
佐藤　誠洋 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○
寿松木　孝 ※２ ※２ ※２ ○ ● ● ● ○ ○
播磨　博一 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○
塩田　　勉 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

新 政 会

髙橋　聖悟 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○
柴田　　忍 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
佐藤　忠久 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●
小野　正伸 ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１ ※１
髙橋　和樹 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

創 成 の 会
林　　一輝 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
本間　利博 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
加藤　勝義 ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●
立身万千子 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

公 明 党
土田百合子 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
井上　忠征 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

新 風 の 会 木村　清貴 ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○
実 横 会 加藤　雄太 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案

　市職員の相次ぐ事務ミスや
不祥事を受け、市長、副市長、
教育長、病院事業管理者の給
料を10分の１、一カ月分減
額する３件の条例改正案が当
局から提案されました。
　採決の結果、病院事業管理
者の給料減額条例案が可決さ
れた一方で、市長、副市長、
教育長の減額条例案について
は反対多数で否決されまし
た。

■横手市特別職の職員で常
勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正
する条例（議案第98号）・
横手市教育長の給与、勤務
時間その他の勤務条件に関
する条例の一部を改正する
条例（議案第99号）・横
手市病院事業管理者の給料
額、旅費額及びその他の給
与額並びにその支給方法に
関する条例の一部を改正す
る条例（議案100号）

市長等の
給料減額案を否決

　議案第98号は市長と副市
長、議案第99号は教育長、議
案第 100号は病院事業管理者
の給料減額に係る条例の改正
案だよ。

審議された議案の概要は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

　本会議最終日には、鈴木勝雄議員か
ら議案第 98号に対して「一連の不祥

事や事務ミスに対する責任の取り方として、市長が10分の１、一カ月の
給料減額では不十分である。新市民会館の建設が立ち止まっている状況も
踏まえ、市長は10分の２、副市長は100分の15、期間なしの給料減額で
再度提案するべきである」との反対討論がありました。また、青山豊議員
からは議案第98号及び議案第 99号に対して「市長は市政の最高責任者
としての職責をもう一度深く見つめ直し、処分案を再提出するよう求めた
い」との反対討論がありました。
　本会議での採決の結果、議案第98号が賛成３、反対21、議案第99号
が賛成６、反対18でそれぞれ否決されました。

白熱した議論が展開

厚生常任委員会
◆
病
院
事
業
管
理
者
の
給
料
減
額
に
つ
い
て

問 

給
料
の
減
額
に
つ
い
て
10
分
の
１
、
一
カ
月
と

し
た
理
由
や
根
拠
は
何
か
。

答 

市
立
横
手
病
院
職
員
の
不
祥
事
を
受
け
、
市
長

等
の
処
分
に
合
わ
せ
て
病
院
事
業
管
理
者
自
ら
も
処

分
を
受
け
た
い
と
申
し
出
た
も
の
で
、
減
額
の
内
容

に
つ
い
て
は
市
長
等
の
処
分
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
た

も
の
で
あ
る
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
梱
包
機
に
つ
い
て

問 

現
在
１
台
で
の
稼
働
・
運
用
と
な
っ
て
い
る
が
、

暫
定
的
な
も
の
か
。

答 

令
和
７
年
度
、
８
年
度
の
２
カ
年
で
新
し
い

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
処
理
施
設
を
建
設
予
定
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
廃
プ
ラ
新
法
に
対
応
し
た
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
梱
包
で

き
る
機
械
２
台
を

投
入
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
そ

の
間
は
１
台
で
対

応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。 病

院
事
業
管
理
者
の

給
料
減
額
に
つ
い
て
の
理
由
や
根
拠
は

本間　利博
立身万千子
寿松木　孝
宮川　拓也
井上　忠征
播磨　博一
菅原　惠悦
佐藤　忠久

厚　　生
常任委員

稼働している
ペットボトル圧縮梱包機

総務文教常任委員会
◆
特
別
職
の
給
料
減
額
に
つ
い
て

問 

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
の
減
額
率
及

び
減
額
期
間
、
対
象
者
は
適
切
か
。

答 

不
祥
事
や
事
務
ミ
ス
な
ど
を
市
役
所
組
織
全
体

の
問
題
と
捉
え
、
一
連
の
態
様
を
勘
案
し
、
特
別
職

５
名
全
員
の
給
料
を
10
分
の
１
減
額
、
一
カ
月
と
し

て
提
案
し
た
。

　
給
料
を
減
額
し
な
く
て
良
い
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
市
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の

職
責
を
も
う
一
度
深

く
見
つ
め
直
し
て
処

分
案
を
再
提
案
す
る

よ
う
求
め
た
い
。

　
委
員
会
で
の
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立

な
し
に
よ
り
否
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

市
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て

　
　
　
　 責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は

土田百合子
大日向香輝
木村　清貴
福田　　誠
青山　　豊
髙橋　聖悟
加藤　勝義
塩田　　勉

総務文教
常任委員

総務文教常任委員会の様子

産業建設常任委員会
問 

タ
ク
シ
ー
会
社
等
に
運
転
案
内
業
務
を
委
託
し

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答 

現
有
の
社
員
に
よ
り
対
応
し
、
委
託
料
は
１
日

２
便
運
行
・
１
便
運
行
・
運
行
な
し
の
各
単
価
を
設

定
し
、
実
績
に
応
じ
て
支
払
う
。

問 

こ
の
事
業
は
実
証
実
験
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。
ま
た
、
そ
の
後
の
見
込

み
は
ど
う
か
。

答 

実
証
実
験
期
間
は
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
２
年

間
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
継
続
・
形
を
変
え
て
継

続
・
廃
止
の
３
パ

タ
ー
ン
が
考
え
ら

れ
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
も
っ
と

払
っ
て
も
い
い
か

ら
続
け
て
ほ
し

い
」
と
の
回
答
が

多
い
。
税
金
等
の

投
入
額
や
公
益
性

を
も
っ
て
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

空
港
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　 こ
れ
か
ら
は

菅原　正志
柴田　　忍
加藤　雄太
鈴木　勝雄
林　　一輝
佐藤　誠洋
齋藤　光司
髙橋　和樹

産業建設
常任委員

実証実験中の空港送迎サービス
「よこてWARP」

討 

論
採 

決
反対



あなたと市議会 第81号 2024.11.1 あなたと市議会 第81号 2024.11.1５ 4

令和５年度　決 算 審 査令和５年度　決 算 審 査

健康・福祉・環境農商工業・観光・土木・建築・上下水道

マイナンバーカード
不安解消への取り組みは

　普及率が高くなり証明書のコンビニ交付の
利用は伸びると思われるが、周知や不安解消
への取り組みはどのように行っていくか。

マイナンバーカード交付時に利用方法
を説明しているほか、市ホームページ

やチラシの全戸配布による周知や窓口での紹
介を行っている。コンビニの端末操作が苦手
な方は、職員が丁寧に説明するので市役所窓
口で気軽に声をかけていただきたい。

答弁

国民健康保険の人間ドック
費用助成の実績は

不安解消につながる取り組みが必要な
マイナンバーカード

証明書の
コンビニ交付について

　利用見込みと予算積算は適切であったか。
またコンビニ交付利用者の年齢層について把
握しているか。

おおむね見込み通りの支出となった。
支出内容としては、国の関係機関へ支

払うコンビニ交付手数料やシステム保守委託
料、運営負担金である。交付実績について証
明書の種類別、地域別の資料はあるが年代に
かかる分析はまだ行っていない。

答弁

ひきこもりに関する
調査の結果について

　今後の対応や相談体制についてどのように
考えているのか。また調査で把握しきれなかっ
た方にどのようにアプローチしていくのか。

ひきこもりは、若年層と就職氷河期世
代を中心とした中高年層に分かれてお

り、世代別の支援を検討している。また民間
の支援機関等と連携した支援体制を構築して
いる。民生委員等福祉関係者への協力依頼を
続け、相談しやすい社会づくりに取り組んで
いきたい。

答弁

関係者が連携した
ひきこもり支援が求められる

人間ドックの利用率向上が求められる

横手産品の販路拡大の
取り組みと成果は

　横手産品販路拡大支援事業について、何の
物産をどう売り込んだのか。また、その成果
をどのように判断しているか。

首都圏においては、スイカやリンゴ、
旬の農産物の販促を行っており、外

食産業の販路拡大事業にも取り組んでいる。
トップセールスを含めた継続的な活動によ
り、横手産品の認知度が上がり、売り上げ向
上に繋がった。

答弁

首都圏における横手産品の販売ブース

水道管路の現状と
将来の見通しは

　令和５年度の管路更新、布設替工事の実績
は。また管路の老朽化に歯止めがかかってい
ないが、今後はどう考えているか。

管路更新等の実施延長は3,137.6
メートルで更新率は約0.3パーセント

となった。更新率の低迷は認識しており、今
後15年間で管路更新に対し約110億円の投
資予定であり、0.7パーセントの更新率を目
標に進めたいと考えている。

答弁

水道管路更新工事の様子

地場産品の
年間活用は可能か

　学校給食用野菜の地場産品利用に向けた冷
蔵保存試験の実施結果はどうだったか。また
今後の方向性は。

ＪＡ秋田ふるさとの多機能型低温倉庫
を活用し、ジャガイモ50㎏を約４カ月

間、タマネギ30㎏を約７カ月間冷蔵保存した
結果、鮮度に問題がなかった。今年度も試験
を継続して品質を確認した上で、地場産が少
ない時期に学校に提供していく予定である。

答弁

冷蔵保存された地場産品の
ジャガイモとタマネギ

スマート農業推進で
目指すところは

　スマート農業実装支援事業について、ス
マート農業推進の結果をどこに持っていきた
いのか。また農業以外への波及の考えは。

一般化できるような方向性に向けて普
及を進めたい。当市は、ドローン免許

の取得者が県内でもおそらく一番多く、ド
ローンの技術は商工業など様々な場面での活
用の方向性があるため、部局横断で今後検討
していきたい。

答弁

産業用ドローンによる病害虫防除 証明書のコンビニ交付のイメージ

　病気の早期発見、早期治療につながる大事
な事業と考えるが実績と医療費削減の効果に
ついて検証はできているか。

令和５年度の人間ドック等費用助成の
利用実績は宿泊92人、日帰り337人、

脳ドック23人の合計452人であった。対象
者を600人と見込んでおり利用率は75.3％、
昨年比の1.7倍となっている。医療費削減へ
の効果については現状まだ分析できていない。

答弁



あなたと市議会 第81号 2024.11.1 あなたと市議会 第81号 2024.11.1７ ６

令和５年度　決 算 審 査 令和５年度　決 算 審 査

総務・財政・教育・生涯学習・消防

若者交流事業の
内容・検証・成果は

　具体的な内容はどのようなものか。また、
この事業は検証が必要であり、成果や見直し
た方が良い点などは把握しているか。

男女の出会いにつながる交流会及び
ファッションやメイク、悩みの個別ア

ドバイスなどのイベント開催の補助を実施し
ている。結婚、出産の入口となる出会いを応
援する事業で、参加いただくための仕組み等
を検討していく。

答弁

開催された若者交流事業
「よこて fanコン」

増田まんが美術館の
情報発信の在り方は

　情報発信が国内向けとなってるが、外国人
の方々に対しての情報発信は行っているの
か。

横手市増田まんが美術財団では、フィ
ンランドをターゲットに県と連携し

てＰＲ活動を実施した。また、市として今後
は大学等へのＰＲや連携に加えて、外国人の
方々も含めて情報発信していきたいと考えて
いる。

答弁

今後は国外への情報発信も
期待される増田まんが美術館

災害対応ドローンの
運用体制と実績は

　運用実績はいかがか。年次計画などで台数
を増やしていくことは考えているか。また運
用体制はどのようになっているのか。

導入後９件の出動があり、救助活動１
件では、搭載されたカメラで発見に

至った実績がある。現在２機体制で消防本部
警防課を中心に運用しており、今後の運用状
況を見極め、他市町村の活用状況も踏まえて
検討する。

答弁

既に実績がある災害対応ドローン

町内会活動補助金の
実績が少ない要因は

　交付件数が目標に対して非常に少なく感じ
るが、どう捉えているか。また、今の町内会、
自治会の実情をどう見ているか。

着実に増加しているが、目標値の修正
が必要と考える。町内会の現状は地域

によってかなり差があり、活動が活発な町内
会とつながりが希薄になってきている町内会
もある。町内会の継続に向けて呼びかけてい
きたい。

答弁

地域づくり活動補助金を活用した花植え
（福地地区）
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問 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
）の
新
・
体
育
館
建
設
事
業
に

関
し
、有
力
な
財
源
と
し
て
い
た
「
防
災・

減
災・国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
債（
以

下
、「
国
土
強
靭
化
債
」）
を
６
億
５
０
０

０
万
円
減
額
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
体

育
館
の
建
設
事
業
費
約
１
１
０
億
円
の
約

35
％
を
占
め
る
国
土
強
靭
化
債
約
38
億
円

の
う
ち
約
37
億
円
が
見
込
め
な
く
な
っ
た

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
を
時

系
列
で
説
明
願
う
。

答 

令
和
５
年
12
月
に
起
債
申
請
手
続
き

を
進
め
て
い
た
際
に
活
用
で
き
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
令
和
６
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
そ
れ
を
減
額
し
、
振
替
財
源

と
し
て
合
併
特
例
債
を
５
億
６
６
９
０
万

円
増
額
し
た
。
当
初
想
定
し
た
財
源
の
見

込
み
に
相
違
が
生
じ
た
理
由
は
各
省
庁
及

び
県
と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、
各
省
庁

間
に
お
け
る
制
度
の
関
連
性
に
つ
い
て
、

解
釈
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
財
政
的
に
穴
が
開

い
た
と
い
う
よ
う

な
類
の
も
の
と
は
捉

え
て
い
な
い
。
補
助
金
や
地
方
債
に
お
い

て
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
ご
く
普

通
に
あ
り
得
る
こ
と
だ
。

問 

財
政
的
に
穴
が
開
い
て
い
な
い
と
の

発
言
は
否
定
す
る
。
現
在
ま
で
市
当
局
か

ら
の
正
確
な
説
明
も
無
く
、
こ
の
37
億
円

の
国
土
強
靭
化
債
が
確
保
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
市
の
失
態
だ
と
思

う
。
令
和
５
年
12
月
に
知
り
得
た
と
の
こ

と
だ
が
、
同
年
１
月
の
総
務
省
の
事
務
連

絡
に
こ
の
財
源
が
活
用
で
き
な
い
こ
と

が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
れ
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答 

国
や
県
と
協
議
し
て
い
た
が
、
そ
う

い
う
認
識
ま
で
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

認定認定令和５年度各会計決算が認定される

総括質疑

　
９
月
定
例
会
で
は
予
算
決
算
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
認
定
議
案
10

件
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10
件
全

て
の
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。 予

算
決
算
委
員
会
の
概
要

　総括質疑は、予算決算委員会において市長
をはじめとする執行機関に対して行う質問で
す。９月定例会では前年度の決算について総
合的な質問を行います。

しらとり議員が解説します！

ち
ょ
っ
と
教

えて
！

総
括

質疑
って
なぁに？

予算や決算はどうやって審査しているの？

本
　会
　議

本
　会
　議

委
員
会
の
審
査
結
果

を
本
会
議
に
報
告
し

た
後
、
採
決
し
ま
す

予
算
決
算
を
専
門
に

審
査
す
る
委
員
会
に

審
査
を
委
ね
ま
す

（
委
員
会
付
託
）

予算決算委員会

厚
生
分
科
会

産
業
建
設
分
科
会

総
務
文
教
分
科
会

議案の分野ごとに小委員会に分かれて、
より詳細な審査を行います（分科会委嘱）

市
の
財
政
運
営
に
係
る

市
民
へ
の
説
明
責
任
は

髙
橋

　和
樹 

議
員
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一 般 質 問 一 般 質 問

12人の議員が市政を問う

９月４～６日に一般質問が行われ、12人の議員が市民の皆さんの
生活にかかわる行政全般について質問をしました。

　一般質問の様子は、インターネット
でライブ中継しています。また、一部
を横手かまくらＦＭで生放送するほ
か、市議会ホームページで全ての一般
質問を録画中継でご覧いただけます。 二次元コード

読取

二次元コードを読み取ると、動画をご覧いただけます。

◆本間　利博 議員…市長給料減額の基準は？

◆菅原　正志 議員…山と川のあるまち 横手川の景観の改善は

◆播磨　博一 議員…豪雨被害に対しての支援策は

◆加藤　勝義 議員…りんご腐らん病まん延防止条例制定を

◆立身万千子 議員…国保税を県で統一後も市民本位の施策を

◆井上　忠征 議員…都市計画道路「横手中央線」の進捗は？

◆齋藤　光司 議員…市の内水氾濫対策に問題はないか

◆福田　　誠 議員…日本酒と発酵食品で地域ブランド強化を

◆鈴木　勝雄 議員…畑地化促進事業の団地化要件見直しを

◆土田百合子 議員…住民避難や災害対策を万全に

◆宮川　拓也 議員…児童生徒の健全な登下校の在り方を探る

◆大日向香輝 議員…よこてＷＡＲＰをもっと使いやすく！

市
長
給
料
減
額
の

　
　
　
　
　 基
準
は
？

問 

度
重
な
る
不
祥
事
、
事
務
ミ
ス
に

伴
う
給
料
減
額
（
10
分
の
１
、一
カ
月
）

の
判
断
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

一
定
の
基
準
や
標
準
例
は
な
い

が
、
過
去
の
処
分
例
や
他
自
治
体
の
例

を
参
考
に
し
た
。

問 

市
長
は
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
重

い
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、
減
額
率
が

全
て
同
じ
で
あ
る
理
由
と
減
額
対
象
者

の
範
囲
を
伺
う
。

答 

不
祥
事
や
事
務
ミ
ス
が
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
中
で
予
見
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
対
し
て
の
責
任
が
あ
り
、
特
別
職

５
名
が
責
任
を
取
る
こ
と
で
市
全
体
と

し
て
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。
減
給

は
市
長
と
両
副
市
長
、
教
育
長
、
病
院

事
業
管
理
者
の
５
名
を
対
象
と
し
て
い

る
。

●
ク
マ
対
策
に
つ
い
て

問 

ク
マ
対
策
で
市
街
地
ゾ
ー
ン
と
奥

山
ゾ
ー
ン
と
を
分
け
る
た
め
の
緩
衝
帯

整
備
は
特
に
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

森
林
内
の
見
通
し
が
良
く
な
る
こ

と
で
野
生
動
物
と
の
棲
み
分
け
、
出
会

い
頭
で
の
遭
遇
防
止
が
期
待
で
き
る
。

緩
衝
帯
整
備
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問 

今
年
度
の
獣
害
防
止
対
策
事
業
の

受
付
は
終
了
し
た
が
市
民
に
必
要
な
助

成
だ
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

電
気
柵
は
野
生
動
物
の
侵
入
防
止

に
有
効
で
あ
り
、
今
議
会
に
補
正
予
算

を
提
出
し
て
い
る
。
誘
引
樹
木
伐
採
に

つ
い
て
も
ク
マ
対
策
に
有
効
な
た
め
、

制
度
の
周
知
を
行
い
鳥
獣
害
防
止
に
努

め
る
。

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま

　と
し
ひ
ろ

山
と
川
の
あ
る
ま
ち

横
手
川
の
景
観
の
改
善
は

問 

横
手
川
河
川
敷
の
景
観
を
ど
う
改

善
し
て
い
く
の
か
。

答 

現
状
で
は
市
街
地
近
く
の
河
川
敷

に
も
雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
り
、
景
観

を
損
ね
て
い
る
ほ
か
、
増
水
時
に
河
川

の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
、
災
害
発
生
の
危

険
が
高
ま
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

普
段
か
ら
河
川
管
理
に
つ
い
て
は
管
理

者
で
あ
る
国
や
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、

機
会
を
捉
え
て
さ
ら
に
要
望
し
て
い
く
。

●
質
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

問 

正
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
問

わ
ず
、
公
平
・
公
正
で
質
の
高
い
接
遇

は
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

各
課
室
所
で
の
教
育
・
指
導
に
よ

る
職
員
の
育
成
が
基
本
と
な
る
。
会
計

年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
は
、
外
部
講

師
に
よ
る
接
遇
マ
ナ
ー
向
上
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
担
当
職
員
の
対

応
と
し
て
、
管
理
職
等
が
指
導
を
行
い

な
が
ら
、
正
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職

員
を
問
わ
ず
、
市
民
の
立
場
に
寄
り

添
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
出

来
る
職
員
の
育
成
に
努
め
る
。

問 

連
続
す
る
事
務
ミ
ス
防
止
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

事
務
ミ
ス
防
止
策
と
し
て
「
不
適

正
事
務
根
絶
に
向
け
た
対
策
会
議
」
を

副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
て
立
ち
上
げ
た
。

問 

一
律
の
減
給
処
分
よ
り
も
、
ト
ッ

プ
と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

こ
れ
が
正
し
い
と
い
う
処
分
は
な

く
、
い
か
よ
う
な
捉
え
方
も
あ
る
。
今

回
は
一
律
の
処
分
と
し
た
。

背が高い木も生い茂る横手川

夜間にブドウ畑に現れたクマ

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら

　た
だ
し
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問 

二
日
間
の
豪
雨
で
市
内
に
お
い
て

多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
。
今
後
の
支

援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
園
芸

作
物
の
生
産
維
持
に
努
力
さ
れ
て
い
る

農
業
者
を
支
援
す
る
「
園
芸
作
物
災
害

復
旧
対
策
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
ま

た
「
マ
ル
農
」
に
低
利
の
自
然
災
害
枠

を
適
用
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
県
の
支

援
内
容
や
現
場
の
要
望
を
確
認
し
な
が

ら
、
有
効
な
対
策
を
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
実
施
す
る
。

問 

農
地
・
農
業
用
施
設
も
多
く
被
災

し
て
い
る
。
来
年
の
営
農
に
支
障
を
来

た
さ
ぬ
よ
う
に
復
旧
作
業
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答 

国
庫
補
助
事
業
を
活
用
す
る
被
災

箇
所
は
被
災
農
家
な
ど
か
ら
聞
き
取
り

後
、
国
の
査
定
を
受
け
、
来
年
の
営
農

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
復
旧
を
進

め
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
な

い
箇
所
は
市
単
独
に
よ
る
助
成
を
活
用

し
て
復
旧
し
て
も
ら
う
よ
う
進
め
る
。

●
書
か
な
い
窓
口
導
入
に
つ
い
て

問 

な
お
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
職
員
業
務
の
効
率
化
を
図
る
上
で
有

効
と
考
え
る
が
、
検
討
の
状
況
と
今
後

の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答 
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

と
な
り
、
事
務
ミ
ス
の
未
然
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
年
度

末
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
窓

口
の
あ
り
た
い
姿
を
検
討
し
、
来
年
度

シ
ス
テ
ム
候
補
を
選
定
す
る
。
順
調
に

進
め
ば
令
和
８
年
度
中
に
は
運
用
を
開

始
で
き
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

問 

腐
ら
ん
病
は
、
り
ん
ご
等
に
感
染

す
る
防
除
が
困
難
な
枝
幹
重
要
病
害
で

あ
る
。
感
染
部
分
は
切
除
や
伐
採
を
し

て
、
焼
却
等
の
処
理
が
必
要
だ
。
当
市

で
の
腐
ら
ん
病
発
生
状
況
を
伺
う
。

答 

県
の
定
点
調
査
で
は
、
市
内
の
り

ん
ご
腐
ら
ん
病
発
生
は
、
例
年
並
み
で

あ
る
。
幹
や
大
き
な
枝
に
発
生
す
る
胴

腐
ら
ん
の
割
合
は
例
年
よ
り
多
い
。

問 

腐
ら
ん
病
防
除
は
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
防
除
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
個
人
財
産
の
樹
体
に
対
し
て
踏

み
入
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
り
ん
ご
産
地

で
は
、
防
除
勧
告
・
命
令
・
行
政
代
執

行
な
ど
が
実
施
出
来
る
、
ま
ん
延
防
止

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
横
手
市
で

も
条
例
制
定
を
早
急
に
願
う
。

答 
今
後
の
状
況
や
全
市
的
に
ど
れ
く

ら
い
の
頻
度
で
広
ま
る
か
を
鑑
み
な
が

ら
、
県
の
調
査
や
Ｊ
Ａ
果
樹
課
と
情
報

交
換
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

●
新
市
民
会
館
建
設
計
画
に
つ
い
て

問 

建
設
費
だ
け
で
な
く
、
建
設
後
の

運
用
経
費
も
重
要
だ
。
使
用
期
間
を
60

年
と
し
た
時
の
見
込
み
金
額
は
。

答 

建
設
費
約
１
０
０
億
円
と
想
定
し
、

総
額
約
１
８
５
億
円
を
見
込
む
。
約
半

分
の
85
億
円
が
運
用
経
費
と
な
る
。

問 

運
用
経
費
は
、
一
般
に
建
設
費
の

３
か
ら
５
倍
と
言
わ
れ
る
。
市
民
に
大

き
な
負
担
が
か
か
る
、
新
市
民
会
館
建

設
を
白
紙
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

白
紙
に
戻
す
考
え
が
な
い
か
ら
、

今
進
め
て
い
る
。
議
員
の
ご
心
配
が
杞

憂
に
終
わ
る
よ
う
努
力
す
る
。
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国
保
税
を
県
で
統
一
後
も

市
民
本
位
の
施
策
を

問 

国
民
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
り
運

営
が
県
と
市
に
な
っ
て
６
年
が
経
ち
、

昨
年
度
に
「
都
道
府
県
国
保
運
営
方
針

の
改
定
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
市
の
方
針
は
ど
う
か
。

答 

国
で
は
「
保
険
料
水
準
統
一
加
速

化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
お
り
、
県
全

体
で
完
全
統
一
に
向
け
た
議
論
が
進
む

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問 「
医
療
費
適
正
化
」に
向
け
た
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答 

特
定
検
診
受
診
率
の
向
上
や
人
間

ド
ッ
ク
助
成
等
に
よ
り
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

事
務
の
標
準
化
に
つ
い
て
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

保
険
証
廃
止
後
の
制
度
対
応
や
令

和
７
年
度
ま
で
の
さ
ら
な
る
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
向
け
、
円
滑
な
移
行
を
目
指

す
。問 

財
政
安
定
化
基
金
は
県
で
設
置
す

る
が
、
そ
の
活
用
方
法
は
。

答 

特
別
な
事
情
等
に
よ
る
市
の
財
源

不
足
を
補
う
県
の
交
付
・
貸
付
制
度
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
は
返
還
義
務
が
生
じ

る
の
で
安
定
的
な
国
保
運
営
に
努
め
る
。

問 

国
保
財
政
調
整
基
金
は
国
保
加
入

者
の
負
担
軽
減
に
こ
そ
使
う
べ
き
で
あ

り
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
な
く
す
等

様
々
な
応
援
金
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

答 

保
険
料
水
準
の
統
一
化
へ
の
過
程

に
あ
り
、
適
正
な
活
用
を
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

各
集
落
や
町
内
で
の
災
害
対
応
に
つ

い
て

立
身

　万
千
子
議
員

た
つ
み

　ま
ち
こ

都
市
計
画
道
路

「
横
手
中
央
線
」の
進
捗
は
？

問 

計
画
道
路
の
神
明
社
前
か
ら
横
山

町
交
差
点
ま
で
の
７
０
０
ⅿ
は
、
ま
っ

た
く
の
手
つ
か
ず
状
態
で
あ
る
が
整
備

の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

答 

最
大
の
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
上
線

と
の
交
差
箇
所
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
対
し
て
、
複
数
の
案
を
提
示
し
協

議
を
重
ね
て
き
た
が
、
大
き
な
進
展
が

み
ら
れ
な
い
。

問 

道
路
の
形
態
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

計
画
で
は
、
幅
員
が
22
ｍ
、
車
道

は
４
車
線
、
北
上
線
と
の
交
差
部
分
は

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
あ
り
、
相
当
な
時
間

と
事
業
費
が
予
想
さ
れ
る
。
鉄
道
と
平

面
交
差
の
整
備
も
検
討
し
て
い
る
が
、

道
路
と
鉄
道
の
交
差
角
度
の
規
定
も
あ

り
、
道
路
の
線
形
と
他
の
踏
切
に
影
響

が
あ
る
の
で
課
題
が
多
い
。
ま
た
、
４

車
線
を
２
車
線
へ
幅
員
減
少
さ
せ
た
検

討
も
進
め
て
き
た
が
、
や
は
り
Ｊ
Ｒ
北

上
線
と
の
交
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問 

今
後
の
作
業
見
通
し
は
ど
う
か
。

答 

国
や
県
に
支
援
を
仰
ぎ
、
計
画
案

の
検
討
を
重
ね
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日

本
等
と
ね
ば
り
強
く
協
議
を
進
め
る
。

●
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

問 

幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
な
ど

の
施
設
に
お
い
て
、
手
洗
い
場
に
温
水

機
能
を
付
加
す
る
考
え
は
。

答 

各
庁
舎
・
地
域
局
や
学
童
保
育
等
、

ま
た
、
市
立
小
中
学
校
の
一
部
に
は
設

備
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
施
設
に
は
必

要
に
応
じ
て
今
後
の
建
て
替
え
や
大
規

模
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

公
共
施
設
の
自
販
機
活
用
に
つ
い
て

整備が進まない「横手中央線」の現状
横山町から神明町を臨む

本庁舎の国保市民課窓口

井
上

　忠
征
議
員

い
の
う
え

　ち
ゅ
う
せ
い

豪
雨
被
害
に
対
し
て
の

支
援
策
は

播
磨

　博
一
議
員

は
り
ま

　ひ
ろ
か
ず

り
ん
ご
腐
ら
ん
病

ま
ん
延
防
止
条
例
制
定
を

県内りんご生産額１位の
横手市の樹園地

7/24～25の豪雨で
破損した農業用水路

加
藤

　勝
義
議
員

か
と
う

　か
つ
よ
し



あなたと市議会 第81号 2024.11.1 あなたと市議会 第81号 2024.11.1 1213

一 般 質 問 一 般 質 問

問 

７
月
の
豪
雨
の
際
の
市
と
し
て
の

対
応
は
。

答 

24
日
18
時
25
分
に
災
害
連
絡
部
を

設
置
し
、
２
回
の
避
難
指
示
で
、
14
箇

所
の
避
難
所
を
開
設
し
て
対
応
し
た
。

問 

被
害
の
集
計
は
ま
と
ま
っ
た
か
。

答 

農
作
物
や
農
地
・
農
業
用
施
設
の

被
害
が
約
10
億
円
、
道
路
の
47
箇
所
で

法
面
や
路
肩
の
崩
落
、
河
川
で
19
箇
所

の
護
岸
決
壊
等
の
被
害
が
発
生
し
た
。

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
、
住
民

の
理
解
は
十
分
だ
っ
た
か
。

答 

防
災
講
話
や
訓
練
を
通
し
て
周
知

し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も

簡
単
に
見
ら
れ
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
。
ま
だ
全
市
民
に
浸
透
し
て
い
な
い

た
め
、今
後
も
周
知
活
動
を
継
続
す
る
。

問 

用
水
路
・
排
水
路
の
所
有
は
国
か

ら
市
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

譲
渡
や
使
用
許
可
等
の
財
産
管
理

は
市
が
行
い
、
日
常
的
な
維
持
管
理
は

使
用
す
る
地
域
住
民
や
関
係
者
に
管
理

し
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

市
内
全
て
の
法
定
外
公
共
物
の
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
必

要
な
場
合
は
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

関
係
課
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問 
内
水
氾
濫
対
策
と
し
て
廃
堰
の
管

理
が
重
要
だ
。
廃
堰
箇
所
の
把
握
と
、

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答 

廃
堰
の
数
と
場
所
の
把
握
は
し
て

い
な
い
。
新
た
に
廃
堰
と
な
る
場
合
は

現
在
の
管
理
者
と
新
た
な
管
理
者
の
協

議
で
管
理
方
法
を
決
め
る
が
、
地
域
要

望
等
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問 

日
本
酒
と
発
酵
食
品
で
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
強
化
し
、
観
光
振
興
を
推
進
す

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答 

発
酵
文
化
の
関
係
者
や
飲
食
・
観

光
分
野
の
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
新

た
な
発
酵
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
も
模

索
し
、
発
酵
文
化
を
広
め
る
活
動
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
。

問 

横
手
市
の
発
酵
食
文
化
の
次
世
代

へ
の
継
承
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答 

「
発
酵
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
や
、

「
横
手
盆
地
発
酵
交
換
会
」
の
開
催
な

ど
で
発
酵
食
品
・
発
酵
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

問 

横
手
市
生
涯
学
習
館
Ａあ

ｏお

―ー

ｎ
なａ

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
必
要
なW

i

－Fi
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

答 W
i

－Fi

環
境
を
整
備
し
て
い
る
ほ

か
、
よ
り
安
定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
有
線
で
接
続

で
き
る
設
備
を
１
階
に
整
備
し
て
い
る
。

問 

高
齢
者
の
健
康
維
持
と
交
流
促
進

を
目
的
と
し
た
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
導
入

を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

答 

１
階
の
ス
タ
ジ
オ
と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
は
、
一
般
の
方
向
け
の
貸
館
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ジ
オ
は

各
種
設
備
を
備
え
て
お
り
、
講
演
会
や

研
修
会
な
ど
の
利
用
の
ほ
か
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
も
想
定
し

て
い
る
の
で
、利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

券
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

●

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

畑
地
化
促
進
事
業
の

団
地
化
要
件
見
直
し
を

問 

水
張
り
５
年
ル
ー
ル
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
ま
で
に
水
稲
作
付
、
ま
た
は

１
カ
月
の
水
張
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
水

田
活
用
の
交
付
金
が
打
ち
切
り
と
な
る
。

そ
う
い
っ
た
農
地
は
畑
地
化
促
進
事
業

に
申
請
で
き
る
が
、
団
地
化
要
件
が
厳

し
く
対
象
に
な
ら
な
い
農
家
も
い
る
。

多
く
の
農
家
が
対
象
と
な
る
よ
う
団
地

化
要
件
を
見
直
し
で
き
な
い
か
伺
う
。

答 

作
付
け
す
る
作
物
や
圃
場
条
件
等

に
よ
り
、
水
張
り
が
困
難
な
場
合
も
十

分
考
え
ら
れ
る
。
今
年
度
の
事
業
採
択

状
況
と
農
業
者
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
に
お
け
る
団
地

化
要
件
を
見
直
し
、
多
く
の
農
業
者
が

対
象
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

問 

来
年
か
ら
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
全

面
的
に
切
り
替
わ
る
。
農
家
は
従
来
の

あ
き
た
こ
ま
ち
と
同
様
の
食
味
評
価
を

受
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
消
費
者
に

買
っ
て
も
ら
え
る
の
か
心
配
し
て
い

る
。
農
家
に
と
っ
て
は
収
入
が
減
少
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答 

県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
今
後
も
生
産
者
が
安
心
し
て
作

付
け
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
高
品
質
な

米
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
。

●
市
営
温
泉
に
つ
い
て

問 

市
営
温
泉
の
公
募
の
状
況
と
今
後

の
対
応
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

指
定
管
理
施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
応

募
が
あ
り
現
在
評
価
中
で
あ
る
。
譲
渡

を
目
指
し
た
施
設
に
は
応
募
は
無
く
、

温
泉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
提
供
終
了
の
時
期

を
本
年
中
に
報
告
す
る
。

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き

　か
つ
お

住
民
避
難
や

災
害
対
策
を
万
全
に

問 

横
手
川
・
大
戸
川
の
合
流
地
点
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の
実
施
の
検
討
は
。

答 

県
に
再
度
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
等
を

強
く
要
望
し
、
県
か
ら
の
協
力
要
請
に

は
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

問 

「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
採

用
の
考
え
を
伺
う
。

答 

市
民
の
災
害
意
識
向
上
の
た
め
、

講
習
会
の
講
師
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
考
え
て
い
き
た
い
。

●
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

問 

不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
で
あ

れ
ば
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る「
保

護
者
の
会
」を
設
置
し
、ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と

し
て
派
遣
し
、保
護
者
を
支
援
し
て
い
く

事
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

市
で
は
引
き
続
き
一
人
ひ
と
り
の

状
況
の
違
い
を
丁
寧
に
把
握
し
、
支
援

す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
も
南
か
が
や
き
教
室
と
西
か
が
や

き
教
室
の
充
実
を
図
り
、
更
な
る
拡
充

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

問 

投
票
所
に
「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
―
ド
」

の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

答 

導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お

り
、
次
回
の
選
挙
か
ら
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
権
利
条
例
制
定
に
つ
い
て

問 

第
３
次
横
手
市
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

子
ど
も
子
育
て
会
議
を
中
心
に
、

計
画
策
定
時
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
。

総合防災訓練の様子
（大雄地域）

安全安心な営農支援を

土
田

　百
合
子
議
員

つ
ち
だ

　ゆ
り
こ

市
の
内
水
氾
濫
対
策
に

問
題
は
な
い
か

齋
藤

　光
司
議
員

さ
い
と
う

　こ
う
し

日
本
酒
と
発
酵
食
品
で

地
域
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を

7/24～25の豪雨で
浸水被害のあった水田

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ

　ま
こ
と

10月に開催された
「横手盆地発酵交換会」
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ぎかいトピックス 一 般 質 問

議会の 動き主な

3日
8日
9日

10日
12日
17日

19日
22日
24日
25日
26日
29日
31日

長野県上田市議会行政視察受け入れ
厚生常任委員会
群馬県安中市議会行政視察受け入れ、
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
滋賀県草津市議会行政視察受け入れ
山形県河北町議会行政視察受け入れ
熊本県宇土市議会行政視察受け入れ、
山形県尾花沢市議会行政視察受け入れ
総務文教常任委員会同協議会
秋田県市議会議長会定例会（秋田市）
議会改革推進会議
鳥取県鳥取市議会行政視察受け入れ
全員協議会（行政課題説明会）
北上市・西和賀町・横手市議会議員研修交流会
福岡県柳川市議会行政視察受け入れ、
議会だよりモニター会議【P15】

７
月

3日

8日

9日
15日
19日

26日

30日

友好都市厚木市議会表敬訪問
（～４日）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会臨
時会（秋田市）、神奈川県横須賀市議
会行政視察受け入れ（オンライン）
東京都目黒区議会行政視察受け入れ
産業建設常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会）
市議会９月定例会（～９月20日）
【P2～14】
広報分科会

８
月

4日
17日

25日

30日

議会運営委員会
正副委員長会議、議会運営委員会、
広報分科会
大森浄化センター整備事業に関する
調査特別委員会
広報分科会

９
月

議会だよりモニター会議
　７月31日に議会だよりモニターの皆さんと
広報委員が集まり、議会だよりモニター会議を
開催しました。
　モニターの皆さんからは、読者の目線で読み
たくなる紙面にするためのいろいろなご提案を
いただきました。

議会だよりモニター会議の様子は８月12日の「もっと教えて！横手市議会」で放送しました。
放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。

もっと議員を身近に
感じられる記事が
あるとよいと思う。

横文字や専門用語が多く
分かりにくい箇所がある。
注釈や言い換えが必要。

問 

市
内
小
中
学
校
で
は
一
部
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

定
員
に
対
し
て
利
用
者
は
６
〜
７
割
に

留
ま
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
安
全
安

心
の
た
め
に
条
件
を
緩
和
し
て
利
用
対

象
者
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

答 

利
用
基
準
の
変
更
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問 

利
用
基
準
に
満
た
な
い
遠
方
の
子

ど
も
た
ち
は
炎
天
下
の
中
、
一
時
間
以

上
も
重
い
荷
物
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
こ
れ
が
健
全
な
登
下
校

の
姿
で
あ
る
と
思
う
か
。

答 

登
下
校
時
の
荷
物
を
少
な
く
す
る

と
い
う
視
点
で
考
え
る
部
分
も
あ
る
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問 

冬
季
間
は
歩
道
の
除
雪
が
で
き
て

い
な
い
箇
所
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

や
む
を
得
ず
車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
う
考
え
る
か
。

答 

事
故
の
な
い
よ
う
に
各
部
署
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
注
意
し
て
い
る
。
歩

道
の
除
雪
は
必
要
な
際
に
要
請
い
た
だ

け
れ
ば
、
出
動
で
き
る
時
に
は
出
動
す

る
。問 

市
内
に
登
校
班
の
無
い
小
学
校
が

あ
る
。
児
童
の
安
全
の
た
め
に
も
、
保

護
者
の
心
配
や
送
迎
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
も
必
要
と
考
え
る
が
、
登
校
班
を

実
施
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答 

中
心
部
で
は
集
団
登
校
が
か
え
っ

て
危
険
な
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
児
童

の
減
少
で
登
校
班
が
組
め
な
い
な
ど
の

理
由
が
あ
る
。

問 

市
の
観
光
資
源
は
季
節
限
定
イ
ベ

ン
ト
に
強
く
依
存
し
て
い
る
。
通
年
で

誘
客
を
図
る
た
め
に
は
観
光
資
源
の
多

様
化
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
新
た
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
よ
こ
て

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
事
業
の
持
続
が
困
難
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

米
や
農
産
品
と
米
の
加
工
品
な
ど

の
活
用
を
さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う
研
究

を
重
ね
、
効
果
の
あ
る
消
費
に
通
年
で

誘
導
し
て
い
く
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

こ
の
空
港
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
横
手
の
力
を

引
き
出
す
よ
う
に
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

問 

運
行
便
数
の
増
加
や
運
行
時
間
の

拡
充
を
検
討
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
を
促

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答 
ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
客
に
も
注
目
し
な

が
ら
デ
ー
タ
の
収
集
を
進
め
、
稼
働
率

や
乗
車
率
を
分
析
し
、
拡
充
の
可
能
性

や
ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
客
の
位
置
付
け
を

探
っ
て
い
く
。

●
地
域
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て

問 

地
域
の
伝
統
文
化
が
後
継
者
不
足

に
よ
り
、
継
承
で
き
ず
失
わ
れ
る
危
機

に
直
面
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
学
校
教

育
の
中
に
伝
統
芸
能
等
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

各
校
に
お
い
て
地
域
の
伝
統
芸
能

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。
地

域
と
の
連
携
を
強
固
に
し
、
学
校
教
育

の
中
に
伝
統
芸
能
を
取
り
入
れ
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

避
難
所
に
お
け
る
食
料
供
給
と
就
寝

環
境
に
つ
い
て
等

児
童
生
徒
の
健
全
な

登
下
校
の
在
り
方
を
探
る

宮
川

　拓
也
議
員

み
や
か
わ

　た
く
や

よ
こ
て
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を

も
っ
と
使
い
や
す
く
！

現在のスクールバスは定員の
６～７割しか乗っていない

横手と秋田空港を結ぶ
空港送迎サービス「よこてWARP」

大
日
向

　香
輝
議
員

お
お
ひ
な
た

　こ
う
き
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　私たち横手清陵学院吹奏楽部は“音楽は愛だ”
をモットーに中学生８名、高校生11名、顧問の
先生方３名の計22名で毎日楽しく活動しています。
　私たちが通う横手清陵学院は、中高一貫教育校
ならではの特徴として、中学生と高校生が一緒に
部活動に取り組むことができます。中学生は高校
生をお手本に、高校生は中学生のお手本となるよ
うに、日々、切磋琢磨しながら練習に励んでいま
す。分からないところなどは分かるまで、先輩達
が教えてくださるので、とても感謝しています。
これまでの部活動を通して、音をそろえること
や、音色磨きなどの技術力が成長していると感じ
ます。また、合奏で重ねた成果をコンサートなど
で届けられることが一番嬉しいです。
　これから更に成長していくために、「より深い
楽しみを追求し、結果に繋げられるような音楽を

つくる」という目標を叶えられるような練習内容
を考えていきたいと思っています。
　９月28日（土）に開催された「第19回定期演奏
会」では、輝かしい清陵サウンドを目標に練習に
励み、これまで支えてくださった保護者の方々や
応援してくださった方々に、感謝の気持ちをお伝
えして、恩返しができるような演奏ができたと
思っています。
　今後も横手清陵学院吹奏楽部への応援をよろし
くお願いいたします。
横手清陵学院中学校吹奏楽部　部長　和賀 さくら　

第
81 号

横手市議会公式
Facebookページ

タイムリーに情報発信中
ページへの
お待ちしています。

いいね！

分かりにくい議会用語が
他にもございましたら、
議会事務局までお知らせ
願います。

分かりにくい
議会用語などは
こちらで

解説しています

横手清陵学院中学校・高等学校吹奏楽部の皆さん

　元日に起こった能登地震の被災
地、懸命な復旧の最中に豪雨災害

が襲いました。お亡くなられた皆さんに哀悼の意を捧げ、
被災された多くの皆様にお見舞い申し上げます。当市でも
大雨災害がありましたが、異常気象が常態化する中では、
どこでも起こりうる様々な災害にも、しっかりと取り組ん
でいきたいものです。　　　　　　　　　 （寿松木　孝）

広報広聴委員会　広報分科会
分 科 会 長　宮川　拓也　副分科会長　林　　一輝
委　　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　　加藤　雄太　土田百合子

次回発行日のお知らせ 次号（No.82）の発行は令和７年２月１日の予定です。

横手かまくらＦＭで市議会情報を知ろう！
　横手市議会では、市議会の活動や取り組みを議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！
横手市議会」を放送しています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。
　「もっと教えて！横手市議会」は放送300回を迎え、記念番組を放送しました。

好評
放送中

11/11　常任委員会行政視察報告
11/25　12月定例会のお知らせ
　　　　常任委員会行政視察報告

今後の放送予定

毎月第2・4月曜日 午前10時40分～
再放送：翌火曜日 午前７時30分～

横手かまくらＦＭ 77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

市議会ホームページで過去の放送
内容をお聴きいただけます。

令和６年９月23日放送 放送300回記念
「FM放送のこれまでとこれから」

横手清陵学院
中学校
吹奏楽部


